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What
，
s News!!

秋 

　
号 

小野瀬邦英さ
ん プロフィール 昭和48年６月27日生まれ（40歳） 本校柔道整復科Ⅱ部　平成11年卒 鍼灸マッサージ教員養成科　平成16年卒 まんぼう鍼灸整骨院　代表 SQUARE-UP KICKBOXING道場　代表 キックボクシング元日本ライト級チャンピオン、 元日本ウェルター級チャンピオン 

古庄　直樹
さ
ん プロフィー

ル 

昭和53年２月
９日生まれ（3

5歳） 

本校鍼灸マッサ
ージ科Ⅰ部　平

成23年卒 

柔道整復科Ⅰ部
　平成20年卒

 

オービックシー
ガルズ主将／コ

ーチ 

2011年CENTR
ALディビジョ

ン最優秀選手 

2011年世界選
手権日本代表主

将 

オービックシー
ガルズ主将７年

目。2010年に
 

チームを日本王
者にまで導き、

2011年・2012
年 

と３連覇を達成
。 

コーチとして、ミ
ット打ちの指導

 

試合前の衣装姿 

ゲ
ー
ム
中 

自分の信じる道を進め 

活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
シ
リ
ー
ズ 

　高校生の時、キックボクシングの練習で痛めた腰を鍼で治したのが東洋医学と
の出会いでした。そして、キックボクシングの傍ら鍼灸マッサージ師の資格を取り、
さらに東京医療専門学校柔整科に入学しました。在学２年生の時に、日本ライト
級タイトルマッチに挑み、ベルトを奪取しました。その試合に学生仲間や先生達
が後楽園ホールへ駆けつけて応援して頂いたことに、今でも感謝しております。 
　卒業後約２年後にまんぼう鍼灸整骨院を開業しましたところ、元来の手先の器
用さと口八丁で治療院は順風に繁盛しました。そんな中で迷いが生じました。「何
か特別な技術を学んだワケでも無く、名のある先生について修行したワケでも無く」
「俺このままでいいのかなあ…」。そんな迷いを解決してくれる場所として、教員
養成科に入学することを決意しました。ちょうど開業して２年経った頃です。養
成科では東洋医学の一流の先生達に教えを請うことができました。また、この時
期にキックボクシングの現役引退をしました。その最後の試合も沢山の学生や先
生達が後楽園ホールへ駆けつけてくれました。 
　卒業前に中国鍼の今井絹子先生がおっしゃった言葉が私の人生を
決めました。『信念の無いところに発展は無い！だから自分の信じた
道を行きなさい！そのためには自分の好きなことをしなさい！』と。
私は今も指導者としてキックボクシングを弟子達に教え、世に広め
ようと日々奮闘しています。 
　10年後、私はこの世界の頂点に立っているでしょう。今井先生
見ていてください。 
実績：弟子の中から一人夜摩神（ヤマシン）日本フェザー級チャン

ピオンとライト級チャンピオン２階級を制覇 
出版：整体マッサージ＆ストレッチ（大泉書店）2004年発売 
　　　整体マッサージ＆ストレッチ（桃園書房）2006年発売 

小野瀬　邦英 

現役で主将です、そしてもちろん 
現役治療家です。 

古庄　直樹（インタビュアー：大三川） 

2

　アメリカで１番人気であるスポーツ、アメリカンフットボール。日本の全
国社会人チーム中、最多優勝記録を持つ社会人クラブチームであるオービッ
クシーガルズの主将兼コーチを務める古庄直樹さん、今回は彼の忙しい日々
の中でのフットボールそして治療に対する熱い思いを語って頂きました。 
　古庄さんは昭和53年生まれの現在35歳、高校時代からフットボールを
始め立命館大学に進学その後も社会人チームで活躍、自ら輝かしい記録を打
ち立て、さらに選手を引っ張る現役主将を務めながら本校柔整科・鍼灸本科
を卒業しました。 
　現在はもちろん選手を続けながら週２回、昼間デイサービスに勤務し、夜
間の時間帯に鍼灸接骨院を開業しています。 
　この記事のため、久々に本校を訪ねてくれた彼からたくさんの楽しいお話
を伺う中で、いくつかの心に残る言葉を記事にさせていただきました。 
　なぜ現役フットボール選手と治療院開業を同時に進めるのでしょうか？ 
　選手として企業に就職し、引退後もサラリーマンとして働いていくことは
自分でなくてもできる。スポーツ選手として、選手の気持ちが理解できる治
療家として生きていきたかった。引退してから開業するということも考えら
れたが、患者である選手からの信頼を得るためにはやはり現役として、試合
で結果を残し続けることが大事だと考える。その意味でも、できうる限り現
役を続けていきたい。 

　治療家として考えること、モットーは何でしょうか？ 
　同じようなケガを繰り返さないため、選手のケガをした箇所の筋肉の使い方を変えるよ
う指導することを心がけている。現在はスポーツ選手の治療が中心であるが、これからは
高齢者の方々の治療にも携わっていきたい。高齢者の方々は、ある意味毎日の生活が「試
合」のようなものである。その試合に元気に立ち向かえるよう、サポートしていきたいと
思っている。アスリートも高齢者も基本的には不調を訴える場所は同じである。両者は筋
の付き方も使い方も同様ではないが、動きの初動の部分は同じなのだと気がついた。 
　治療家としての自分の強みを教えてください。 
　20年間フットボールを続けている中、様々な故障、けがを体験してきた。それに対す

る治療はもちろんのこと、メンタル面でのサポートも引き受けられると思っている。 
　今は人生においてどういった時期でしょうか？ 
　所属チームはプロリーグではないので、企業に所属していない選手は、みな時間と戦ってい
る。自分自身フットボーラーと治療家との両立は決して楽ではないが、両方の経験を積めるの
は自分しか、そして今しかない。人生において現在は自分の修練の時期と考えている。 
　多数の先輩からみると年齢的にも、経験的にもまだまだ若い彼ですが、このようにしっかり
した考えを持ち、将来を見据えて頑張る姿は、これから治療家を目指す若人にとって新たな光
になると思います。2020年東京オリンピック開催が決定した今、是非その場に携わっていた
いと目を輝かせて語る古庄さんの後に続く優秀な柔整師、鍼灸師が、沢山この東京医療専門学
校から巣立っていくことを切に願い対談を終わりました。 

トレーニング中 
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１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

（イ）未組織支部の拡充

（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

平成25年４月　第35号　13,000部

平成25年９月　第36号　 9,500部

５．呉竹祭の開催

平成25年10月19日

６．呉竹医学会への参加

平成25年10月18日

呉竹医学会発表

会員１名発表

７．鍼灸マッサージ教員養成科

卒業論文の贈呈

平成26年３月

８．功労者　表彰

平成25年５月

呉竹祭　実行委員長・副委員

９．平成25年度　東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰

平成26年３月14日

平成25年度　予　　　算
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 24年度決算 25年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 2,594,722 1,587,722
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 5,310,000 5,880,000 新会員＠30,000×196名
４．預 金 利 子 2,738 4,000
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 705,294 500,000
収　入　合　計 9,112,754 8,471,722

支出の部
費　　　　　目 24年度決算 25年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 4,781,145 5,010,000
　⑴人 件 費 46,200 70,000
　⑵一 般 経 費 4,734,945 4,940,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,730,692 2,800,000 くれたけだより（総会のご案内）
　　　交 通 費 581,150 600,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,413,103 1,500,000 くれたけだより
　　　会 議 費 0 20,000
　　　雑 費 0 20,000
２．活 動 費 2,743,887 3,010,000
　⑴総 会 費 195,799 300,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 937,218 1,000,000
　⑷表 彰 費 75,120 100,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 65,750 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0
　⑾学内同好会補助費 60,000 100,000 ５同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　０万円
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円（見込）
　　予備費／次期繰越 1,587,722 451,722
支　出　合　計 9,112,754 8,471,722

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～平成25年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　度　別
会員よりの受入

呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計
人　数 金　額

前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,303,060 36,316,333
平 成 24 年 度 0 0 0 0 8,720 8,720

計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,311,780 36,325,053

平成24年度　決 算 報 告 書
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 24年度予算 増減（決算－予算） 24年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 2,594,722 2,594,722
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 5,370,000 －60,000 5,310,000 新会員＠30,000×177名
４．預 金 利 子 4,000 －1,262 2,738
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 500,000 205,294 705,294
収　入　合　計 8,968,722 144,032 9,112,754

支出の部
費　　　　　目 24年度予算 増減（決算－予算） 24年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 4,240,000 541,145 4,781,145
　⑴人 件 費 100,000 －53,800 46,200
　⑵一 般 経 費 4,140,000 594,945 4,734,945
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,000,000 730,692 2,730,692 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 600,000 －18,850 581,150 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,500,000 －76,897 1,423,103 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 20,000 －20,000 0
　　　雑 費 20,000 －20,000 0
２．活 動 費 3,330,000 －586,113 2,743,887
　⑴総 会 費 500,000 －304,201 195,799
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,000,000 －62,782 937,218
　⑷表 彰 費 100,000 －24,880 75,120 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 －34,250 65,750
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 20,000 －20,000 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 100,000 －100,000 0
　⑾学内同好会補助費 100,000 －40,000 60,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円
　　予備費／次期繰越 1,398,722 189,000 1,587,722
支　出　合　計 8,968,722 144,032 9,112,754

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　平成25年３月31日　　　　　　　会　長　櫻井　　弘 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　海老原　勝 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　平成25年５月16日　　　　　　　監　事　牛込　信喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内山　真喜 ㊞

平成25年度事業計画

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
（イ）未組織支部の拡充
（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．「くれたけだより」の発行

平成24年５月　第33号　13,000部
平成24年10月　第34号　 9,500部

５．呉竹祭の開催
平成24年10月20日

６．呉竹医学会への参加
平成24年10月19日
呉竹医学会発表

７．鍼灸マッサージ教員養成科
卒業論文の贈呈
平成25年３月　75部

８．功労者　表彰
平成24年５月27日
呉竹祭　
実行委員長・副委員　２名

９．平成24年度　東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰
平成25年３月15日
鍼灸マッサージ科　２名
鍼灸科　　　　　　３名
柔道整復科　　　　２名
鍼灸マッサージ教員養成科 １名

平成24年度事業報告 五
月
二
十
六
日
（
日
）、
主
婦
会

館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
『
第
四
十
五
回

呉
竹
総
会
』
・
前
田
華
郎
先
生
に
よ

る
講
演
会
『
実
証
済
み
！
切
ら
ず
に

ガ
ン
を
治
す
方
法
〜
病
気
の
治
し
方

は
自
分
の
体
が
教
え
て
く
れ
る
〜
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
四
回
目
と
な
る

『
卒
業
生
の
集
い
』
も
、
総
会
・
講

演
会
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

呉
竹
総
会
で
の
議
題
で
し
た
平
成

二
十
四
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

お
よ
び
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
・
予
算
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

呉
竹
総
会
を
開
催 

第
45
回 

呉
竹
総
会
を
開
催 

呉
竹
総
会
を
開
催 

呉
竹
総
会
を
開
催 

五
月
に
『
第
四
回
　
卒
業
生
の

集
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
の
集
い
は
先
輩
方
を
始
め
、

二
十
四
年
三
月
に
卒
業
し
た
卒
業

生
の
方
の
参
加
も
多
く
、『
集
い
』

が
卒
業
生
に
少
し
ず
つ
で
す
が
広

ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
幅
広
い
年
代
の
卒
業
生
が

集
ま
り
、
先
生
方
や
先
輩
方
と
気

軽
に
笑
い
話
や
仕
事
の
話
を
す
る

姿
は
集
い
な
ら
で
は
の
光
景
だ
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
は
学
校
側
の
協
力
も
あ

り
、
交
流
の
き
っ
か
け
の
場
と
し

て
「
呉
竹
つ
ぶ
や
き
伝
言
板
」
を

設
置
。
情
報
交
換
と
し
て
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
伝
言

板
の
前
で
は
年
代
を
越
え
て
の
や

り
取
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

先
生
方
の
利
用
も
あ
り
、
先
生
と

の
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

集
い
が
年
に
一
度
卒
業
生
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
、
集
い

を
き
っ
か
け
に
卒
業
生
の
輪
が
広

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

卒業生の
つどい

平
成
二
十
二
年
卒

柔
道
整
復
科
　
柿
沼
　
妙
子

卒
業
生
の
輪
を
…
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治 

療 
家 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

OB・OG

つくしんぼ鍼灸養生院
【住所】東京都江東区大島5-42-3

マルハンハイツ6F
【電話】0120-294-225（完全予約制）
【営業時間】10時～12時

14時～19時（最終受付18時）
【休日】木曜日、日曜日
※第２・第４土曜日は、休診
※山のガイドのため臨時休業するこ
とがあります

【アクセス】都営新宿線「大島」駅
A-5出口を出て徒歩５分

松永好正
鍼灸師・柔道整復師

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
鍼
灸
科
教
員
　
大
三
川
　
万
起
子

大
三
川

先
生
は
山
の
ガ
イ
ド
を

さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

松
永
先
生

そ
う
で
す
よ
。
国
内

外
、
山
の
ガ
イ
ド
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
今
も
患
者
さ
ん
を
山
に
連
れ
て

行
く
な
ど
、
精
力
的
に
動
い
て
い
ま

す
。大

三
川

国
内
外
問
わ
ず
で
す

か
。
ガ
イ
ド
と
し
て
そ
こ
ま
で
突
き

詰
め
た
方
が
、
な
ぜ
鍼
の
世
界
に
進

も
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

松
永
先
生

や
は
り
山
に
登
る
と

悪
く
な
る
時
は
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う

に
悪
く
な
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
治

療
家
が
そ
れ
ぞ
れ
患
者
さ
ん
の
ス
イ

ッ
チ
を
見
つ
け
、
正
常
に
戻
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
治
療
方
法
が
決
ま
れ

ば
一
ヶ
月
ほ
ど
で
成
果
を
出
せ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ス
イ
ッ
チ

を
今
以
上
に
早
く
見
つ
け
、
患
者
さ

ん
の
健
康
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
や
は
り
山
を
通
じ
て
、

つ
ま
り
自
然
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん

の
体
調
を
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
自
然
療
法
は
自
律
神
経
を
整
え

て
く
れ
ま
す
し
、
免
疫
力
も
高
め
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
患
者
さ
ん
と

『
病
気
』
だ
け
で
繋
が
る
の
で
は
な

く
、
自
然
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の
人

生
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
三
川

先
生
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
永
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

運
動
器
系
に
不
調
が
出
て
ま
い
り
ま

す
。
山
に
一
緒
に
登
る
仲
間
に
、
体

調
を
崩
す
方
が
い
た
ら
治
し
て
差
し

上
げ
た
い
、
そ
う
思
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。

大
三
川

そ
う
な
る
と
、
患
者
さ

ん
は
山
登
り
を
さ
れ
る
方
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

松
永
先
生

確
か
に
山
登
り
さ
れ

る
方
も
多
い
で
す
が
、
癌
や
う
つ
の

方
な
ど
も
多
い
で
す
ね
。

大
三
川

癌
や
う
つ
で
す
か
。
治

療
院
で
す
と
、
肩
や
腰
の
痛
み
を
和

ら
げ
た
い
と
い
う
方
が
多
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の

で
す
ね
。

松
永
先
生

開
業
す
る
前
に
、
湯

島
清
水
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
癌
や
う
つ

の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
た
の
で

す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
と
患
者
さ
ん

の
数
も
多
く
、
治
療
時
間
が
患
者
さ

ん
一
人
あ
た
り
約
三
十
分
だ
っ
た
の

で
す
。
や
は
り
三
十
分
で
は
症
状
を

改
善
さ
せ
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
自
分
の
治
療
院
で

は
時
間
を
か
け
て
患
者
さ
ん
の
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勉
強

の
た
め
週
に
一
回
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方

に
も
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

大
三
川

そ
う
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
こ
ち
ら
で
は
ど
う
い
っ
た
治
療

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

松
永
先
生

主
に
が
ん
患
者
さ
ん

に
対
し
て
は
び
わ
の
葉
温
灸
を
し
て

お
り
ま
す
。
び
わ
の
葉
に
は
、
ア
ミ

グ
ダ
リ
ン
と
い
う
成
分
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
分
が
熱
に
よ

っ
て
皮
膚
の
中
に
深
く
し
み
と
お

り
、
体
を
芯
か
ら
よ
く
温
め
細
胞
に

活
力
を
与
え
そ
し
て
免
疫
力
を
高

め
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
改
善
に
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
三
川

び
わ
の
葉
に
は
そ
う
い

っ
た
効
果
が
あ
る
の
で
す
ね
。
今
後

の
先
生
の
目
標
は
ど
う
い
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
？

松
永
先
生

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
体

調
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ス
イ
ッ
チ

が
あ
り
ま
す
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
ス
イ

ッ
チ
の
場
所
が
違
い
ま
す
。
体
調
が

ね
。
先
ほ
ど
、
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に

帯
同
す
る
話
を
し
ま
し
た

が
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
い
る
選
手
以
外

に
も
、
一
般
の
患
者
さ
ん
が

ゴ
ル
フ
の
ス
イ
ン
グ
を
見
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
る
な
ど
、

患
者
さ
ん
が
『
治
す
』
こ
と

以
外
を
求
め
て
き
ま
す
。
私

自
身
、
ゴ
ル
フ
の
知
識
が
深

い
訳
で
は
な
い
で
す
が
、
柔

整
師
と
し
て
、ス
イ
ン
グ
に
、

つ
ま
り
筋
肉
の
使
い
方
に
無

理
が
な
い
か
、
負
担
は
な
い

か
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
は

出
来
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

日
々
の
治
療
の
中
で
、
知
識
を
増
や

し
、
ま
た
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
に
活
か

し
て
い
ま
す
。
う
ち
の
若
い
二
人
に

も
、
日
々
そ
う
い
っ
た
治
療
の
環
境

が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
知
識
を
吸
収

し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
毎
日
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
治
療
時
に
、
私
の
知
識

を
伝
え
て
お
り
ま
す
。

大
三
川

患
者
さ
ん
は
、
や
は
り

ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

整
骨
院
と
し
て
の
業
務
が
メ
イ
ン
と

け
多
く
の
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。大

三
川

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

池
田
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

池
田
先
生

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
方
は
半
分
く
ら
い
で
す
ね
。
土
地

柄
、お
年
寄
り
の
方
も
多
い
で
す
し
、

後
は
Ｏ
Ｌ
の
方
な
ど
が
仕
事
帰
り
に

寄
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
女
性
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
『
美
容
鍼
』
な
ど

も
取
り
入
れ
て
、
女
性
の
患
者
さ
ん

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

大
三
川

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

の
調
整
か
ら
美
容
鍼
ま
で
と
、
治
療

の
幅
が
広
い
の
で
す
ね
。
先
生
の
治

療
院
で
の
今
後
の
目
標
な
ど
を
最
後

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

池
田
先
生

都
内
で
す
と
各
駅
に

治
療
院
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療

院
に
役
割
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
市
原
あ
た
り
で
す
と
都
内
に
比

べ
れ
ば
治
療
院
も
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
う
ち
の
治
療
院
で
、
出
来
る
だ

と
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
治
療
に
あ
た

る
こ
と
も
多
そ
う
で
す
し
、
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
も
身
に
つ

け
ら
れ
ま
す
ね
。

池
田
先
生

骨
折
な
ど
は
病
院
で

治
療
を
受
け
る
方
が
多
い
で
す
よ

ね
。
患
者
さ
ん
は
整
骨
院
に
『
治
す
』

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、『
体
調
を
整

え
た
い
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
伸
ば

し
た
い
』。
そ
う
い
う
思
い
で
整
骨

院
に
通
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
す

合
、
や
は
り
勉
強
会
な
ど
に
参
加
す

る
の
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

池
田
先
生

も
ち
ろ
ん
勉
強
会
に

参
加
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
そ
う
い
っ
た
機
会
も

見
つ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
整
骨
院

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
整
骨
院

と
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
業
務
も
取
り
入

れ
て
い
る
よ
う
な
所
に
入
ら
れ
る
の

が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

う
ち
の
整
骨
院
に
も
国
家
資
格
を
取

っ
た
ば
か
り
の
も
の
が
二
人
お
り
ま

す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市

原
Ｆ
Ｃ
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に

も
帯
同
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。大

三
川

先
生
の
治
療
院
で
す

て
お
り
ま
す
。
今
日
も
こ
の
後
、
千

葉
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の
決
勝

な
ん
で
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

選
手
の
試
合
前
後
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

大
三
川
　
先
生
は
ど
こ
で
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
の
技
術
を
身
に
つ
け
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
専
門
学
校
を

卒
業
し
柔
整
師
と
し
て
整
骨
院
で
勤

め
て
い
て
そ
の
知
識
は
養
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？

池
田
先
生

も
と
も
と
は
ト
レ
ー

ナ
ー
を
専
門
に
し
て
い
た
の
で
す

よ
。
サ
ッ
カ
ー
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し

て
市
原
に
通
う
こ
と
で
、
い
つ
か
は

こ
の
地
で
開
業
し
た
い
、
そ
う
思
っ

た
の
で
す
。
柔
整
師
と
し
て
の
知
識

は
間
違
い
な
く
基
礎
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
、
Ａ
Ｔ
（
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
）
や
Ｐ
Ｔ
（
理

学
療
法
士
）
の
方
と
の
勉
強
会
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
知
識
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

大
三
川

そ
う
い
っ
た
機
会
で
知

識
を
増
や
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
資

格
を
取
っ
た
ば
か
り
の
柔
整
師
が
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
い
場

（
写
真
参
照
）。
サ
ッ
カ
ー
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
で
す
か
？

池
田
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
は
い
。
Ｖ
Ｏ

Ｎ
Ｄ
Ｓ
（
ボ
ン
ズ
）
市
原
Ｆ
Ｃ
と
い

う
市
原
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
の
で
す
が
、
チ

ー
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
携
わ
っ

大
三
川

先
生
本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

治
療
院
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
ね

どんぐりはりきゅう整骨院
【住所】千葉県市原市八幡875-7
【電話＆FAX】0436-26-6004
【営業時間】月曜日～土曜日

８～12時
15～19時（土曜日を除く）

※土曜日の午後は予約診療（14～17時）
【休日】日曜日・祝祭日
【アクセス】JR内房線「八幡宿」駅

東口徒歩３分
駐車場完備（10台）

池田　宏嗣
柔道整復師
VONDS市原FCトレーナー

千葉県市原市に開業された池田先生。治療

院内での治療だけでなく、サッカーチームに

帯同しトレーナー活動にも力を入れていらっ

しゃいます。

どんぐりはりきゅう整骨院 池田　宏嗣先生

松永先生は、もとは全国の山を案内するガ

イド。そこからなぜ鍼の世界に進んだのか、

お話を伺います。

つくしんぼ鍼灸養成院 松永　好正先生

受付時間（9：00～18：00）　担当（田中・小島） 

受付時間（9：00～18：00） 

（左）松永先生（右）米山先生

（左から２番目）池田先生



教 育 セ ン タ ー 活 動 報 告

くれたけだより　平成25年　秋号第36号　 4平成25年10月１日　

平成25年４月より活動を開始し、すでに３回の各校教員に対す
るセミナー（講習会）を実施いたしました。
第１回目は「現在の医学（医療）教育の考え方と教育理論」を
行いました。内容は教育がどのように変化し、教育の目的が推移
しているか、基本的な教育理論について、これからの医学教育の
方向性などです。
第２回目は「臨床実習・臨地実習の意義」「アウトカム基盤型
教育」について行いました。技能習得とはどのようなことなのか、
どのような過程を踏んでいくか、教育現場への示唆も含めたもの
でした。また、臨床実習で学ぶこととして大事なことは「患者貢
献」、「人から学ぶ」という話をしました。アウトカム基盤型教育
については、アウトカム基盤型教育とはどのような考えに基づい
て行うのかを説明し、各校、各科での人材像とアウトカムをグル
ープワークで考えてもらい最後に発表をしました。
第３回目は「今日の学生対応について」を行いました。目標

（やる気）を失っている学生、メンタルな問題を抱えている疑い
のある学生への対応などを学校心理士である教員養成科科長の中
村先生に講義をしていただきました。
各セミナーではただ講義を聴くだけでなく、ワークショップ形
式を取り入れたセミナーとなっています。各教員は熱心に考え、
意見を言い、たいへん積極的で有意義なセミナーとなりました。
年末に向けて第４回、第５回のセミナーを予定しています。

第１回　教育セミナー 
「現在の医学（医療）教育の考え方と 
 教育理論」 
 
 
 
 
第２回　教育セミナー 
「臨床実習・臨地実習の意義」 
「アウトカム基盤型教育」 
 
 
 
 
 
 
第３回　教育セミナー 
「今日の学生対応について」 

実施日 内　　　容 

５月11日 
 
 
 
 
 
 
７月28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
８月26日 

１．教育の変化、目的の推移 
２．成人教育学 
３．教育カリキュラムの変化 
４．教育理論：行動主義、構成主義、状況論 
５．医学教育の方向性 
６．質疑応答及びディスカッション 
 
１．臨床実習（臨地実習）の意義 
　１）技能習得とは 
　２）学生による患者貢献としての臨地実習 
　３）臨床実習での学び：人から学ぶ 
２．アウトカム基盤型教育 
　１）アウトカムとは 
　２）ラーニング・アウトカムズのアプローチ 
　３）グループワーク 
 
１．目標（やる気）を失っている学生対応 
２．メンタルな問題を抱えている疑いのある学生対応 
　１）少し変わった学生 
　２）授業について行けない学生 
　３）周りが困ってしまう学生 
　４）落ち込んでいる学生 
　５）こころの病気の学生 
３．不登校について 

講
　
　
　
習
　
　
　
会 

柔
道
整
復
科

鍼
　
灸
　
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

治療院・ 
施術所 
 64％ 

医療機関 
（病院・医院等） ２％ 

美容・リラク 
ゼーション 
 ２％ 

開業・開業 
予定 ２％ 

スポーツ 
関連施設 
 ２％ 

その他 
 13％ 

進学 
 15％ 

治療院・ 
施術所 
 42％ 

医療機関 
（病院・医院等） ９％ 

開業・開業 
予定 20％ 

美容・ 
リラクゼーション ９％ 

進学 ２％ その他 
 18％ 

治療院・ 
施術所 
 35％ 

医療機関 
（病院・医 
院等）７％ 

進学 18％ 

その他 18％ 

美容・リラク 
ゼーション ２％ 

開業・ 
開業予定 
 20％ 

進
　
路
　
先
　
内
　
訳

柔
道
整
復
科

鍼
　
灸
　
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

治療院等に 
勤務 32％ 

進学する 
11％ 

その他 ４％ 

治療院等 
に内定 
 15％ 

開業・開業を予定 ３％ 

一般企業等に 
内定・就業中 
８％ 

国家試験終了 
後に就職先を 
探す 27％ 

治療院等に 
勤務 19％ 

その他 ８％ 

進学する 12％ 

一般企業等の 
就職先を探し 
ている ２％ 

開業・ 
開業を予定 
 14％ 

一般企業等に内定・就業中 ２％ 

国家試験終了 
後に就職先を 
探す　31％ 

治療院等に 
内定 12％ 

進
　
　
路
　
　
状
　
　
況

今回の調査結果では既に就職先が決定（一般企業も含めて既に就業中・内定）
している学生は鍼灸マッサージ科が33％、鍼灸科が32％、柔道整復科が55％と
なっております。昨年同時期の結果と比較すると、柔道整復科に関しては昨年
より１％増えただけであり、ほぼ同じ割合といえます。鍼灸マッサージ科は

25％減、鍼灸科は20％減と大幅に減っております。代わりに増えているのが
「国家試験終了後に就職活動をする」という項目です。鍼灸マッサージ科、鍼
灸科の学生については、例年以上に国家試験の結果を踏まえてから就職を考え
る傾向にあるようです。また、『呉竹学園　求人検索システム』が在校生も対
象となり、就職活動の環境が良くなっていることもこの進路状況割合に影響し
ている可能性があります。

平成20年度からの調査結果と同様、本年度も治療院・施術所勤務が最も多く
見られました。「美容・リラクゼーション」分野には美容鍼をはじめマッサー
ジなどの手技やエステなどの癒し系も含まれています。
特に注目できる点としては、柔道整復科を除き、昨年に続き「医療機関（病

院・医院等）」に勤務する学生の割合が10％近くにまで上がってきていること

です。医療機関において鍼灸・あん摩マッサージ指圧を活用する傾向が高まっ
ているためと考えられます。
また、鍼灸マッサージ科においては開業・開業を予定している方が昨年度よ

り15％も上がり20％となりました。鍼灸科においては昨年度、そして今年度も
開業の意識が強く、鍼灸マッサージ科も今年度は鍼灸科と同じ水準になりまし
た。

治療院等に 
勤務 23％ 

治療院等 
に内定 
 ６％ 

開業・開 
業を予定 
 20％ 

一般企業等に内定・就業中 ３％ 

その他 
15％ 

進学する １％ 

一般企業 
等の就職 
先を探し 
ている 
２％ 

国家試験終了 
後に就職先を 
探す 
 30％ 

１ 進　路　状　況

２ 進 路 先 内 訳

　東京医療専門学校では、「進路状況」「進
路先内訳」のアンケートを平成20年度
から実施しています。今号では、本年３
月に卒業した学生の動向についてお知ら
せいたします。 

平成2
4年度

 
卒業生進路状況と 
　　　　進路先内訳 
卒業生進路状況と 
　　　　進路先内訳 
卒業生進路状況と 
　　　　進路先内訳 
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東
京
医
療
専
門
学
校
で
は
、

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日

（
金
）
に
豊
島
区
に
あ
る
「
と
し

ま
え
ん
　
第
一
グ
ラ
ン
ド
」
に

て
、
恒
例
の“

体
育
大
会‘

を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
初
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
日
差
し
の
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

綱
引
き
・
大
玉
転
が
し
・
障

害
物
競
走
・
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ

ー
な
ど
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛

感
し
な
が
ら
（
？
）
頑
張
っ
て

い
る
学
生
の
皆
さ
ん
の
姿
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

一
年
生
は
入
学
し
て
一
カ
月
程
度

が
経
ち
、
よ
う
や
く
学
校
や
ク
ラ
ス

に
も
慣
れ
て
き
た
頃
で
す
が
、
体
育

大
会
を
通
じ
て
更
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
交
友
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
二
年
生
・
三
年
生
は
普
段
、

な
か
な
か
み
ら
れ
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
意
外
な
一
面
を
再
発
見
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
年
は
、
学
科
対
抗
の
綱
引
き
で

一
位
と
な
っ
た
学
生
チ
ー
ム
と
教
員

チ
ー
ム
が
対
戦
を
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

種
目
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
体
力
を

消
耗
し
た
学
生
チ
ー
ム
な
ら
勝
て
る

か
も
と
淡
い
期
待
を
抱
い
て
い
た
教

員
チ
ー
ム
で
す
が
、
結
果
は
…
。

閉
会
式
を
迎
え
る
頃
に
は
、
学

生
・
教
職
員
と
も
少
し
日
焼
け
し
た

顔
を
し
な
が
ら
、
心
地
よ
い
疲
れ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
業
や
仕
事
で
忙
し
い
中
、

事
前
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
協
力
し
て
体
育
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
体
育

大
会
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
た

い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
中

に
は
昼
食
も
と
ら
ず
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
た
よ
う

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
優
勝
し
た
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
科
（
本
科
）
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
! !

東京医療専門学校において行なわれる「日仏交

流指圧研修会」も今年度で第４回目を迎えました。

今年は、19人のフランス人と通訳のDaniel
Menini（ダニエル・メニニ）先生（当校本科卒

業）の合計20人が参加しました。研修時間は９日
間（30時間）と過去最長で、例年の５日間に比べ
時間、内容共に大きく充実させた研修となりまし

た。

講師は、『よくわかる指圧テクニック―術者の

体にもやさしい呉竹指圧』の著者である岡本雅典先生。昨年フランス語版も出版をされてお

ります。当校の教員である小川先生と菅田先生も講師として参加いたしました。

実はこれまでの研修会に参加したことのあるリピーター参加者が３人もおり、そのうちの

１人は３回目の参加ということで、既にフランス国内で“呉竹指圧”を用いた技術で開業さ

れています。親日家の多いと言われるフランスですが、その中で、マッサージではなく指圧、

特に“呉竹指圧”が徐々に知名度を上げているという喜ばしい報告も聞くことができました。

９日間の研修では、毎日、押手の基本形の矯正に始まり、教科書に記載されている“呉竹

指圧”の手技すべてのデモンストレーションを行い、ペア

を組んでの実習となります。

最終日に行ったアンケートでは、「こんな

に細かく指導してくれる研修会は他には無

い」など多数の賛辞を頂くことができ、参加

者全員がこの研修会に満足してくださったよ

うです。

来年度以降も、研修内容をさらに進化させ、

また皆さんをお迎えしたいと思います。母国

フランスでのご活躍をお祈りいたします！

育 

会 

体 

大 
育 

会 

2013年４月26日（金） 2013年４月26日（金） 

2013 
年度 

体 

大 

が

開
催
さ
れ
ま
し
た 

が

開
催
さ
れ
ま
し
た 

第４回 日仏交流指圧実技研修会 日仏交流指圧実技研修会 開 催 報 告 

今年も19人の研修生が 
フランスから参加しました！ 

東京医療専門学校
大　将 杉本　　洋
副　将 清水　律晶
三　将 清水　健司
中　堅 一二三力延
五　将 納本祐一郎
次　鋒 相良　智也
先　鋒 宇治原大貴

８月６日に綾瀬の東京武道館にて第46回公益社団法人全国柔道整
復学校協会柔道大会が行われました。今大会は２部での出場となり、
３年生１人、２年生７人、と２年生中心のチーム編成で試合に望み
ました。
本年度より正式に柔道部として活動し、週２回の練習の中でトレ

ーニング機器を用いた筋力強化や技の鍛錬を積み日々練習に励んで
きました。
しかしながら、結果は惜しくも予選突破はなりませんでしたが、

柔道整復科に入学してから柔道を始めた選手が多いチーム編成の
中、素晴らしい試合をしてくれました。選手達も新たな課題と次の
試合に向けての目標が見つかったのではないかと思います。来年こ
そは予選を突破し上位入賞を目指して頑張っていきたいと思いま
す。選手達は少ない練習時間の中、精一杯力を出し切り負傷者もで
ることなく終えることができました。
最後に、応援に来てくださいました、緒先生方、関係者の皆様、

本当にありがとうございました。深く御礼申し上げます。そしてこ
れからも応援宜しくお願い致します。

柔道部も  

できました！ 

本
校
で
は
、
外
部
講
師
や
卒
業
生
に
よ
る
講
演
を

通
じ
て
、“

就
業
に
向
け
て
の
意
識
作
り‘

や“

人
間
力

の
形
成‘

な
ら
び
に“

資
格
を
活
か
す
た
め
の
人
生
設

計
の
構
築‘

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
渡
辺
佳
子

先
生
（
銀
座
ナ
チ
ュ
ラ
ル
タ
イ
ム
総
院
長
）、
松
丸

修
代
表
（
株
式
会
社
ウ
ィ
ル
ワ
ン
代
表
取
締
役
）、

藤
田
恵
子
先
生
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
ゆ
う
院
長
）、
木
谷

礼
先
生
（
つ
る
か
め
鍼
灸
院
院
長
）
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
鍼
灸
科
の
三
年
生
を
対
象
と

し
た
渡
辺
先
生
の
『
臨
床
家
と
し
て
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
』
で
は
、
残
り
少
な

い
学
生
生
活
の
三
年
生
に
、“

学
生
生
活
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
・
意
識
づ
く
り‘

の
大
切
さ
を
、
ご
自
身
の
学
生
時
代
の
こ
と
を
交
え

な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
二
年
生
を
対
象
と
し
た
松
丸
代
表
の
『
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
業
界
の
現
状
』
は
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
・
鍼
灸
師
が
就
職
す
る
職
場
と
は
ど
ん
な
所
な
の

か
、
求
人
割
合
は
ど
の
程
度
な
の
か
な
ど
、
具
体
的

に
数
値
で
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
達
が

働
く
業
界
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
自
ら
の
出
産
体
験
を
生
か
し
、
妊
婦
さ
ん
や

産
後
の
鍼
灸
ケ
ア
に
力
を
注
い
で
い
る
藤
田
先
生

は
、
体
育
大
学
を
卒
業
後
、
水
泳
の
コ
ー
チ
と
し
て

選
手
育
成
に
携
わ
っ
て
い
た
経
験
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
鍼
灸
の
世
界
に
入
り
、
出
産
を
機
に
マ
タ

ニ
テ
ィ
鍼
灸
へ
と
活
躍
の
場
を
移
し
て
い
き
ま
す
。

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
の
話
を
基
に
、
学
生
に
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
谷
先
生
は
、
卒
業
後
半
年
で
ベ
ッ
ド
一
台
で
の

治
療
と
出
張
治
療
の
ス
タ
イ
ル
で
開
業
さ
れ
ま
し

た
。
卒
業
後
半
年
で
の
開
業
は
一
般
的
に
見
れ
ば
と

て
も
早
く
、
開
業
希
望
の
強
い
学
生
が
食
い
入
る
よ

う
に
話
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

柔
道
整
復
科
に
お
い
て
は
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

科
・
鍼
灸
科
よ
り
も
在
校
生
の
平
均
年
齢
が
若
く
、

十
代
の
学
生
が
多
い
と
い
う
現
状
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
例
年
二
年
生
か
ら
始
め
て
い
る
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
入
学
後
七
月
か
ら
始
め
、
学
生
の

意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
学
年

が
上
が
る
ご
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
す
る

な
ど
工
夫
し
、
学
生
の
身
に
な
る
、
就
職
活
動
に
役

立
つ
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

就
職
活
動
そ
の
も
の
に
は
、“

正
解‘

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、
自
分
ら
し
い
就
職

活
動
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
も
講
師
と
講
演
内
容
を
吟
味
し
、

学
生
に
役
立
つ
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
予
定

で
す
。

松
丸
　
修
代
表

渡
辺
　
佳
子
先
生

木
谷
　
礼
先
生

藤
田
　
恵
子
先
生

平成25年度 

キャリアガイダンス 
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四谷施術所は、1979年（昭和54年）、現在６号館と呼
ばれている建物に「東洋医学臨床研究所」として開設さ
れた。当初は猪狩知之先生を所長に宇都宮洋子先生が臨
床専門という体制で始まった。また、当時はⅠ部と夜間
の２部制だったこともあり、講師の先生方が午後の時間
帯に特別診療の形で関わってくれていた。マッサージが
木村好弘先生、良導絡や指圧で榊原豊先生、広く臨床全
般で濱田幸男先生など、今思えばとても豪華な先生方が
治療を担当してくれていた。その後徐々に所属を施術所
に置く専任教員が加わり、患者数の増加もあってベッド
数を３ベッドから４ベッドに増やしていった。野呂信全
先生、歌津暉乃先生、篠原隆三先生がそれぞれ得意の分
野で治療に参加してくれていた。

1985年（昭和60年）頃から、現在も続く卒業生を対象
とした研修生制度を設け、数名程度の受け入れから始め
た。この頃までは一般の治療所と変わらぬ体制であった
が、1990年（平成２年）頃からは教育プログラムとの関
わりを持つようになってきた。臨床実習のカリキュラム
の一環として施術所施設内で講義を行ったり、３年生を
対象とした「臨床講義」の実技授業を施術所の症例を用
いて展開したり等、現在に続く卒前教育の前身的な試み
が始まった。1995年（平成７年）、創立70周年の記念事
業として記念棟の２号館が完成し施術所が移転したのを
機に、ベッドサイド実習の卒前教育プログラムが所長の
古屋英治先生指導の下行われるようになった。当初は３
年生のベッドサイド実習から試みられ、徐々に２年生、
１年生が参加する現在の形へと発展し続けてきた。

免許を持たない学生が施術所に来院している一般の患
者さんを実際に治療する形態が取られるベッドサイド実
習では、教員の指導の下に行われているとはいえ、学生

の患者に対する対応がスムースに行われないと協力が得
られない事態が起こる。そのため教育プログラムとして、
ロールプレイや運動検査を中心とした臨床講義を２年に
移行し、２年終了前に総合試験として評価を行い、その
まま３年のベッドサイド実習へ続くようにカリキュラム
を改正した。臨床講義のカリキュラムで主として取り上
げている疾患は、卒業後に患者対応に困らないよう、施
術所に来院する患者の長年のデータ集積より得られた、
遭遇しやすい運動器４疾患が中心に組まれている。また、
担当する教員も多く配置し、きめ細かい対応が出来るよ
うにしている。
2008年（平成20年）には現在の１号棟の１階と２階に
５ベッドずつ10ベッドの臨床施設、東京医療専門学校鍼
灸科附属施術所と名称を変えて開設し現在に至ってい
る。

臨床実習に関わらず、教育で重要なものの一つに教育
指導の一貫性がある。前記の名称変更は単に名前が変わ
ったことにとどまらず、実技教育と施術所の一体性が含
まれている。職業学校として鍼灸の技術を教える本校に
おいて、常に臨床実習を念頭に置いた指導をするため、
基本的技術とベッドサイド実習の基本を身につける２年
次まで実技教育は全て附属施術所で指導する教員が当た
っている。１年次は取穴方法の統一も含め全身に刺鍼・
施灸が出来るまで、２年次はベッドサイド実習のための

知識・技術を身につけ、その後にベッドサイド実習に臨
むようカリキュラムが組まれている。また担当するのは
施術所所属の教員が２人体制で当たっている。（現在の
施術所スタッフの多くは、このカリキュラムを受けて教
員になったものである）

昭和60年代から始まった研修生制度は現在も卒業生の
受け皿として機能している。当初は一般の治療所のよう
に見学中心であったが、徐々に治療を含めた形態に移行
してきた。臨床講義・ベッドサイド実習の卒前教育を受
けてきた卒業生は、３年間の教育を受けているため附属
施術所での実習への順応がスムースに行われている。今
年度は本科・専科の卒業生132人中23人の応募があった。
また２年目以降の研修生を含めて64人が研修中である。
１年目は４疾患の患者中心に治療にあたるが、臨床実績
に基づき新患や他の多様な疾患を任されるようになって
いる。研修生が治療しているベッドサイドは、１年から
実習に入っている慣れ親しんだ場所であり、施術所のス
タッフとして入っているのは実技教育や臨床実習で教え
を受けた教員である。このように附属施術所は東京医療
専門学校の実技教育の重要な部分を受け持つ役割を長年
にわたって関わってきた。今後も四谷の地で多くの学
生・卒業生の臨床能力の修得に寄与する役割を担ってい
くつもりである。 （所長　林　信治）

からの地域に 
 根ざした治療所 昔 

史の長い卒前・卒後教育の 
 実践的取り組み 歴 

ンクする実技教育と 
 ベッドサイド実習 リ 

技教育の学年別 
 カリキュラムの特徴 実 

前教育の延長としての 
 卒後教育（研修生制度） 卒 

研 

修 

生 

の 

声 

鍼灸科附属施術所34年の歴史と成果 鍼灸科附属施術所34年の歴史と成果 

野瀬　健祐
色々な研修先を考えました

が、無料で多くの日数できる
ということでここに決めまし
た。施術所には目的意識の高
い研修生が多く、お互いに切

磋琢磨しながら研修ができ、不明な点や疑
問点はすぐに先生方に質問もできるので非
常に有効で効率的な勉強ができています。

渡辺　昌美
卒後、授業で学んだ多くの

知識や実技練習を臨床の現場
で生かせる場はないかと考
え、臨床経験を積める身近な
場所として施術所を選びまし

た。施術所では臨床に必要な知識や技術を
身につけるだけでなく、研修生同士の情報
交換の場としても色々と役立つことをたく
さん吸収できます。毎日、様々な患者さん
に対応できるように頑張っています。

大谷　優治
年度末に行う症例報告を２

回経験し、病態を把握する大
切さを知るなど、とても勉強
になっています。研修では、
分からないことや質問があれ

ば教員にすぐ質問でき、教わることが多い
のも魅力です。経験を積むごとに自分のモ
チベーションも上がっています。

大場沙登美
現場で働いた経験を踏まえ

鍼灸をもう一度学び直したい
と思い、施術所の研修生にな
りました。毎週施術を担当で
きること、そこでの疑問をす

ぐに先生に聞けること、研修生仲間からの
刺激を受けられること、臨床能力・技術を
身につけられる環境に感謝しています。
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ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入の上FAXに
てお申し込みください。ホームページからダウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせ
ください（電話番号：03-3341-4043）。
受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、合わせてご確認ください。
各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会については相互刺鍼があるため、刺激を
受けることが出来ない方（妊婦・過敏症の方）はご遠慮ください。
申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。ご了承ください。

申 込 方 法

卒後臨床研修講座 申込フロー  申込フロー  申込フロー  

①申込  東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ右側にあるバナー『呉竹
会会員の皆様へ』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学
校へFAXにてお送りください。 

受講票を事務窓口で
お渡し致します。 
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。 

定員超えによる抽選にもれた場合 
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。 
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。 

申込キャンセルの場合 
 

申込締切前　ご連絡ください。 

申込締切後（振込前まで） 

　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。 

受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。 

キャンセルのお電話が頂けない場合 

　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。 

②申込  
　締切  

③受講日 
　当　日 

受講可能な場合 
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。 
指定口座へのお振り込みをお願い
します。 
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。 

まだ間に合う 　後臨床　修講座 卒 卒 卒 研 研 研 
講　座　名 開催日／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容

スポーツ鍼灸
11月13日 山田　晃広　先生　（株）ロコ・ケア　取締役

日本人初となるスペインサッカーリーグ１部ラシン・サンタンデールのチームトレーナーの経験を持つ山田先生はプロで実績
を積んだ技術を活かし、アスリートをはじめ一般の方を対象にしたボディケアやサッカー、野球、格闘技などの分野のプロ選手を
サポートしておられます。今回はスポーツ障害あるいは予防に対する鍼灸治療を指導して頂きます。

10時～17時（13～14時休憩）

6,000円

在宅リハビリ
11月20・27日

田中　正人　先生　理学療法士、東京医療専門学校非常勤講師
高齢化の時代を背景に、自宅介護を必要とされる方が増えている昨今、寝たきりにならないようにするため、また介護をする
側の負担を少しでも軽くするため、患者の日常生活の自立を目指す運動法を学びます。

14～17時

6,000円

ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

臨床に役立つ
解剖学（下半身編）

11月14日 上原　明仁　先生　東洋医学臨床研究所
もう一度解剖学を学びたい臨床家を対象に、２回シリーズで頸肩腕痛・腰痛など各疾患の解剖学的背景を説明します。さらに
経穴局所解剖学として、臨床で頻用される経穴直下の構造物を実際の写真を紹介しながら鍼施術のセイフティ・マネジメント
の考え方を解剖学的に解説します。

19時～21時

2,000円
New!

八
月
四
日
（
日
）
中
央
区
京
橋
プ

ラ
ザ
会
館
に
て
呉
竹
会
東
京
支
部
の

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
堀
口
三
恵
子
先
生
に

よ
る
美
容
鍼
灸
の
講
義
と
実
技
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。
姿
勢
分
析
や
骨
格

か
ら
顔
へ
の
影
響
を
取
り
入
れ
た
ほ

か
に
は
な
い
美
容
治
療
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
武
田
悠
詳
先
生
に
よ

る
「
臨
床
徒
手
検
査
法
の
実
技
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
検
査
法
だ
け
で
な

く
治
療
院
に
お
け
る
接
客
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
院
内
で
の
事
故
リ
ス
ク
を
減
ら

す
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
臨
床
で
活
か
せ
る

も
の
で
し
た
。

続
い
て
長
尾
雅
人
先
生
に
よ
る

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
業
と
運
営
の

方
法
」
で
は
今
注
目
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
法
律
規
制
に
伴
う
業
界

の
対
応
や
今
後
の
展
望
な
ど
で
し

た
。
先
生
方
の
臨
床
経
験
で
培
わ
れ

た
知
識
や
技
術
、
情
報
な
ど
惜
し
む

こ
と
な
く
教
え
て
い
た
だ
き
参
加
し

た
在
校
生
や
卒
業
生
は
真
剣
な
眼
差

し
で
聴
講
し
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
村
居
校
長
先
生
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
無
事
に
勉
強
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
懇
親
会
が
あ
り
、
情
報

交
換
の
場
と
な
り
治
療
家
、
経
営
者

の
ア
イ
デ
ア
や
業
界
の
変
化
な
ど
が

わ
か
り
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
は
開
催
場
所
の
決
定
が
一
か

月
前
に
な
っ
て
し
ま
い
、
告
知
が
広

ま
ら
ず
参
加
者
も
少
な
か
っ
た
こ
と

が
た
い
へ
ん
残
念
で
す
。
こ
の
度
、

今
後
の
勉
強
会
や
支
部
活
動
の
普
及

の
た
め
にFacebook

に
て
呉
竹
会
東

京
支
部
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。「
呉

竹
会
　
東
京
支
部
」
で
検
索
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
今
回
の
勉
強
会
の

写
真
な
ど
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
広
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。今
後
は
支
部

活
動
、
勉
強
会
な
ど
の
情
報
も
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

呉 竹 会 
東京支部 勉強会の報告 勉強会の報告 お

灸
に
使
用
す
る
艾
（
も
ぐ
さ
）
の
原
料

は
、
私
た
ち
が
春
に
よ
く
口
に
す
る
草
も
ち

に
な
る
蓬
（
よ
も
ぎ
）
で
す
。
そ
の
蓬
が
艾

に
変
身
す
る
工
程
を
見
学
す
る
た
め
、
新
潟

に
あ
る
艾
工
場
に
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
工
場

見
学
は
、
十
数
年
ほ
ど
前
か
ら
古
典
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
熱
心
な
学
生
さ
ん
た

ち
が
集
ま
り
、
毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い

る
行
事
で
す
。

当
日
、外
は
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
で
し
た
が
、

方
々
を
拝
見
し
て
、
私
た
ち
鍼
灸
師
の
仕
事

の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
、
艾
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
治
療
に
あ
た
ろ
う
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
た
ち
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
質
問
は
外
の

激
し
い
雨
音
も
消
し
去

る
ほ
ど
で
し
た
。

作
業
工
程
で
出
る
細

か
い
粉
塵
の
舞
う
工
場

で
作
業
を
進
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
作
業
員
の

艾
工
場
見
学 

艾
工
場
見
学 

艾
工
場
見
学 

艾
工
場
見
学 

行
っ
て 

き
ま
し
た
！ 

最近、同期の友と会っていますか、一緒に美味しいお酒を飲む
機会を持っていますか。
９月のある日曜日、８年前にこの東京医療専門学校を巣立って
いったクラスのミニミニクラス会が開かれました。ミニミニとい
うのは本格的に本科の同期が集まる会のための幹事会だからで
す。そんな会に元担任の大三川がご一緒させていただきました。
８年の年月は長いのか、短いのか…年々、月日の流れが早くな
るのを感じている私にとっては、それこそあっという間です。
３年間の学生生活を楽しみ、そして国試合格のための苦しみを
共有した仲間は、卒業後各々の道を切り開き進んできましたが、
友情という絆はさらに強固になっていきました。懐かしい友と美
味しいお酒をいただくと日ごろの疲れも飛んでいくように感じま
す。そして友からの新しい“なま”の情報は、同じ道を歩む仲間
にとって貴重な財産になっていきます。その財産を胸に仲間たち
はさらに大きな羽を広げ飛び立ちます。

（文責：大三川）

クラス会開いていますか？ 

クラス会、同期会開きませんか？ 

久しぶりに…クラス会、同期会開いてみませんか？ 

鍼灸マッサージ科　平成17年卒業
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呉 竹 会 

高
橋
　
勝
利
　
昭
48
年

木
村
恵
美
子
　
昭
50
年

菊
地
　
八
重
　
昭
23
年

内
山
　
眞
喜
　
昭
37
年

成
田
専
重
郎
　
昭
40
年

林
　
　
幹
雄
　
昭
46
年

川
崎
　
　
信
　
昭
48
年

渡
部
　
由
雄
　
昭
48
年

荻
原
喜
久
雄
　
昭
51
年

貴
田
　
晞
照
　
昭
52
年

留
目
　
　
潮
　
昭
54
年

淺
沼
　
孝
明
　
昭
55
年

田
鎖
　
重
利
　
昭
55
年

本
郷
　
　
亮
　
昭
56
年

藤
本
　
廉
三
　
昭
57
年

尾
島
　
賢
児
　
昭
58
年

反
町
　
澄
人
　
昭
58
年

藤
井
　
徳
治
　
昭
58
年

村
田
　
隆
夫
　
昭
58
年

柳
原
　
功
典
　
昭
59
年

渋
谷
　
眞
澄
　
昭
60
年

飯
塚
　
泰
弘
　
昭
61
年

海
野
　
富
夫
　
昭
61
年

山
岡
　
　
基
　
昭
61
年

大
平
　
愛
子
　
昭
62
年

岡
本
　
克
也
　
昭
62
年

加
納
　
淳
子
　
昭
62
年

白
石
い
ず
み
　
昭
63
年

神
谷
　
　
正
　
平
１
年

吉
野
　
　
誠
　
平
２
年

今
氏
　
　
均
　
平
４
年

田
中
　
哲
男
　
平
４
年

安
西
真
理
子
　
平
５
年

小
林
　
　
守
　
平
５
年

小
林
　
晃
一
　
平
６
年

佐
藤
　
宏
子
　
平
６
年

森
川
　
リ
エ
　
平
６
年

中
村
　
弥
生
　
平
９
年

夜
久
留
美
子
　
平
９
年

中
村
　
勝
則
　
平
11
年

松
本
　
和
臣
　
平
11
年

堀
井
　
僚
子
　
平
13
年

武
田
　
好
広
　
平
16
年

宮
野
　
正
志
　
平
17
年

長
尾
　
晃
史
　
平
18
年

小
澤
　
重
徳
　
平
21
年

中
山
規
佐
子
　
平
23
年

滝
本
　
美
晴
　
昭
47
年

北
原
　
康
矩
　
昭
49
年

波
多
野
知
子
　
昭
49
年

小
川
　
卓
良
　
昭
50
年

高
橋
　
勝
利
　
昭
50
年

松
村
　
　
聡
　
昭
51
年

長
尾
ミ
チ
子
　
昭
52
年

村
山
　
紀
代
　
昭
53
年

山
田
　
精
一
　
昭
53
年

朝
倉
　
邦
夫
　
昭
54
年

金
子
　
智
代
　
昭
56
年

吉
川
　
幸
治
　
昭
56
年

西
郷
世
都
子
　
昭
57
年

鈴
木
　
　
宝
　
昭
59
年

内
藤
　
寧
盈
　
昭
59
年

山
口
　
真
砂
　
昭
59
年

綱
島
　
郁
子
　
昭
61
年

山
本
　
　
學
　
昭
63
年

本
間
　
詩
朗
　
平
２
年

工
藤
　
　
恒
　
平
３
年

本
間
久
美
子
　
平
３
年

合
木
　
英
彦
　
平
５
年

荒
井
　
裕
子
　
平
７
年

出
口
　
寿
津
　
平
７
年

菊
池
　
　
毅
　
平
８
年

菊
池
　
和
則
　
平
11
年

田
原
　
久
枝
　
平
12
年

安
原
　
忠
司
　
平
14
年

山
城
　
昌
徳
　
平
16
年

佐
藤
　
道
雄
　
平
17
年

大
谷
　
幸
平
　
平
19
年

岡
安
　
　
豊
　
平
19
年

仁
杉
　
　
守
　
平
19
年

a
安
　
順
平
　
平
22
年

須
藤
　
　
繁
　
平
23
年

森
田
　
政
次
　
昭
44
年

川
崎
　
　
信
　
昭
47
年

倉
持
　
栄
一
　
昭
50
年

白
銀
　
冬
樹
　
昭
50
年

稲
葉
　
　
茂
　
昭
51
年

松
岡
　
慶
樹
　
昭
51
年

北
林
　
武
文
　
昭
52
年

松
山
陽
太
郎
　
昭
52
年

馬
谷
原
　
進
　
昭
54
年

古
賀
　
　
宏
　
昭
55
年

磯
　
　
栄
子
　
昭
59
年

武
田
　
清
七
　
昭
59
年

佐
々
木
　
勇
　
昭
60
年

仲
井
　
三
国
　
昭
61
年

関
口
　
昌
和
　
昭
63
年

菊
池
　
和
哉
　
平
３
年

小
林
　
　
守
　
平
６
年

杉
山
　
伸
恵
　
平
８
年

関
根
　
宏
幸
　
平
10
年

白
石
　
一
美
　
平
13
年

中
里
笑
美
子
　
平
13
年

吉
羽
　
‡
貢
　
平
13
年

小
林
　
貴
樹
　
平
15
年

森
　
　
泰
孝
　
平
15
年

小
野
田
充
利
　
平
16
年

金
澤
　
俊
介
　
平
16
年

楊
　
　
　
哉
　
平
16
年

村
上
　
重
樹
　
平
18
年

宮
杉
　
憲
佳
　
平
19
年

茂
山
　
大
輔
　
平
23
年

立
岩
　
直
子
　
平
23
年

本
多
　
忠
相
　
平
23
年

山
本
　
高
裕
　
平
24
年

中
村
　
彰
宏
　
平
25
年

東
野
　
光
子
　
昭
61
年

片
山
　
明
子
　
昭
63
年

山
本
　
倫
大
　
平
７
年

佐
々
木
浩
二
　
平
９
年

鏡
　
　
佳
法
　
平
15
年

沢
木
　
健
治
　
平
25
年

堀
口
　
葉
子
　
平
25
年

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度

の
維
持
会
費
は
八
月
末
現
在
で
約
百
二
十
名
の

方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
ご
協
力
者
氏
名
一
覧
は
平
成
二
十
五

年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一

日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

氏
名
は
学
科
・
卒
業
年
・
五
十
音
順
と
し
、
金

額
は
省
略
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
維
持
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
う
ち
、『
登
録
番
号
』
の
印
字
が
な
い
た
め

に
、
ど
な
た
が
振
り
込
ん
で
頂
い
た
の
か
判
別

出
来
な
い
金
額
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
振
込
さ
れ

た
方
が
分
か
り
次
第
、
次
号
以
降
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼

灸
　

科

柔

道

整

復

科

教

員

養

成

科

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

AO入試１次（鍼灸科・柔道整復科）  

AO入試２次（鍼灸科・柔道整復科）  

AO入試３次（鍼灸科・柔道整復科）高校生のみ対象 
終了しました 

社会人入試１次  

社会人入試２次 10月６日（日） 
推薦入試 10月６日（日） 
一般入試１次 11月９日（土） 
一般入試２次 12月７日（土） 
特別入試（欠員のある学科） １月26日（日） 
鍼灸マッサージ教員養成科１次 10月26日（土） 
鍼灸マッサージ教員養成科２次 12月７日（土） 
鍼灸マッサージ教員養成科３次 ３月１日（土） 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！　東京医療専門学校　本年度　募集要項 
東京医療専門学校（東京校） 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

東
京
医
療
専
門
学
校 

本
年
度 

入
試
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

柔道整復師 

 58名 58名 100.0％ 94.4％ 

 

 128名 126名 98.4％ 92.4％ 

 

 128名 126名 98.4％ 93.3％ 

 

 66名 55名 83.3％ 83.7％ 

区　　　分 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率 

平成24年度　国家試験合格率 

あん摩マッサージ 
指圧師 

はり師 

きゅう師 

ビック 
　カメラ 

そごう 呉竹医療専門学校 呉竹医療専門学校 

大宮ソニックシティー 

東京 

Event Schedule イベント予告 

　今年度の呉竹医学会は、大宮校で開催されます。特別講
演は、日本経済大学大学院教授赤瀬朋秀先生が『鍼灸師・
柔道整復師が知っておくべき医療経済学』の演題で行いま
す。 
　また、毎年好評の教育講演・実技セッションは下記の内
容にて行われます。 
 
日時：平成25年10月18日（金） 10：00～ 16：00
会場：呉竹医療専門学校（大宮校） 
教育講演 
「装置別による画像診断～脊椎編～」 
呉竹メディカルクリニック　放射線科　本合　祥哲先生 

 

実技セッション 
①「経絡治療臨床の実際」 

TJM院長・日本伝統医学研修センター所長 
相澤　良先生 

②「関節運動的アプローチ（AKA）」 
㈱トータルライフケア代表取締役　西海　泰成先生 

③「北欧フィンランド式足病学～専門治療アプローチ～」 
フィジオセンター理学療法士・鍼灸マッサージ師 

太田　幸作先生 
　卒業生・在校生はもち
ろん、入学を検討されて
いる方にも入学後どのよ
うなことを勉強するのか
を知る機会にもなります
ので、ぜひ足を運んで頂
くことを願っております。 

日時：平成25年 
　　　10月19日（土）
　本年度も毎年恒例の
呉竹祭を上記の日程に
より開催いたします。
当日は、学生達が一丸
となって飲食店からゲ
ームまで様々な出し物
を行います。また、古典研究会や三味線同好会の発表な
ど、多彩な内容を用意しております。これから当校への
入学を控えている方には、学生生活や当校の様子を知っ
ていただけるチャンスとなります。是非、お越しいただ
きますよう宜しくお願い致します。 

第25回呉竹医学会学術大会 第25回呉竹医学会学術大会 

第37回呉竹祭 第37回呉竹祭 

津
田
　
成
子
先
生

呉
竹
会
の
役
員
と
し
て
、
本
校
の
発
展
に
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
津
田
成
子
先
生
が
、
平
成
二

十
五
年
五
月
八
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

津
田
成
子
先
生
追
悼
文

「
あ
る
治
療
家
の
生
き
方
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
ま

す
」
と
患
者
様
が
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
治
療
院
。

治
療
院
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
食
事
を

振
る
舞
っ
た
り
、
人
生
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る

こ
と
も
お
あ
り
で
し
た
。
沢
山
の
方
々
に
囲
ま

れ
て
い
る
、
笑
顔
の
先
生
の
姿
が
、
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
で
す
。

津
田
成
子
先
生
は
、
新
緑
が
目
に
も
鮮
や
か

な
平
成
二
十
五
年
五
月
八
日
六
十
八
歳
に
て
生

涯
を
終
え
、
静
か
な
眠
り
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

十
九
歳
で
東
京
に
出
て
来
ら
れ
て
以
来
、
治
療

一
筋
で
、
周
囲
の
人
々
を
励
ま
し
尽
く
し
て
こ

ら
れ
た
先
生
。
常
に
大
勢
の
弟
子
達
に
囲
ま
れ

て
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
弟
子
の
数
を
思
え
ば
、

日
本
中
に
花
を
咲
か
せ
そ
う
な
ほ
ど
…
。
そ
れ

く
ら
い
、
先
生
は
大
き
な
存
在
で
し
た
。

今
は
先
生
が
歩
ん
で
い
ら
し
た
道
の
り
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
お
疲
れ
様
で
し
た
」
の
言
葉

を
贈
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
安

ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

弟
子
　
佐
藤
　
圭
子
（
平
成
十
五
年
本
科
卒
）

お
く
や
み 

お
く
や
み 


